
                              

                              

                              

■
中
央
病
棟 

運
営
開
始
か
ら
1
年
、 

手
術
件
数
大
幅
増 

 

中
央
病
棟
は
「
急
激
に
変
化
す
る
医
療
の
環
境
に

対
応
し
て
、
①
高
度
医
療
の
実
践
、
②
安
全
で
快
適

な
医
療
環
境
の
実
現
、
③
医
療
業
務
の
専
門
化
と
中

央
化
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
昨
年
6
月
に
運
営
を
開

始
し
て
1
年
経
ち
ま
し
た
。
中
央
病
棟
は
最
新
の
手

術
技
術
に
適
っ
た
広
い
ス
ペ
ー
ス
と
効
率
的
機
能

を
持
つ
手
術
部
や
急
性
期
重
症
患
者
を
専
門
的
、
集

中
的
に
治
療
す
るIC

U
・
循
環
器
内
科
と
心
臓
血
管

外
科
の
合
同
病
棟
、
安
全
で
有
効
な
ガ
ン
化
学
療
法

を
実
施
す
るO

ncology

病
棟
な
ど
が
特
色
で
す
。

運
営
開
始
以
来
、
多
く
の
医
療
機
関
関
係
者
が
中
央

病
棟
の
施
設
・
設
備
の
見
学
に
訪
れ
て
い
ま
す
。 

  

■
救
急
初
期
診
療
チ
ー
ム
（
Ａ
Ｔ
Ｔ
）
ス
タ
ー
ト 

 

高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
で
は
効
率
の
良
い
救
急
診
療 

を
提
供
す
る
た
め
、
従
来
の
内
科
当
直
制
度
（
本
直
制
度
） 

を
廃
止
し
５
月
８
日
よ
り
Ａ
Ｔ
Ｔ
（A

dvanced Triage  
Team

）
を
発
足
し
ま
し
た
。 

 

Ａ
Ｔ
Ｔ
は
、
最
高
責
任
者
を
高
度
救
命
セ
ン
タ
ー
長
と
し
、
救
急
医
学
科
、

４
内
科
、
２
外
科
お
よ
び
研
修
医
か
ら
な
る
チ
ー
ム
で
、
１
・
２
次
救
急
外
来

を
訪
れ
る
内
科
・
外
科
・
複
数
外
傷
患
者
の
初
期
診
療
と
専
門
科
へ
の
振
り
分

け
（
ト
リ
ア
ー
ジ
）
を
24
時
間
３
交
代
体
制
で
行
い
ま
す
。
内
科
・
外
科
・
救

急
医
学
科
を
は
じ
め
全
診
療
科
が
協
力
し
あ
い
、
研
修
医
や
若
手
医
師
の
教
育

体
制
を
充
実
さ
せ
、
質
の
高
い
、
患
者
様
に
親
切
な
救
急
初
期
診
療
の
確
立
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
下
表
の
よ
う
に
Ａ
Ｔ
Ｔ
ス
タ
ー
ト
後
、
救
急
患
者
数
、
救

急
車
搬
送
数
、
ス
ト
ッ
プ
時
間
（
救
急
車
搬
入
停
止
時
間
）
が
大
幅
に
改
善
さ

れ
て
い
ま
す
。 

 

■ 

新
た
な
看
護
配
置
基
準 

「
７
対
１
」
導
入

 

 

平
成
18
年
4
月
の
診
療
報
酬
制
度
の

改
定
に
伴
い
、
病
院
に
お
け
る
看
護
職
員

の
配
置
に
つ
い
て
、
患
者
様
7
人
に
対
し

1
人
の
看
護
師
が
勤
務
す
る
こ
と
が
決
ま

り
ま
し
た
（
従
来
は
お
お
む
ね
患
者
様
１０

人
に
対
し
看
護
師
１
人
）
。
当
院
で
も
、
４

月
１
日
か
ら
こ
の
「
７
対
１
」
基
準
に
も

と
づ
い
た
手
厚
い
看
護
職
員
の
配
置
を
行

っ
て
い
ま
す
。 

 

17年度の手術件数は前年度と比較して全体的に 10％増。
特に形成外科や眼科、婦人科で大きな伸びを示している

（上写真は鏡視下手術専門手術室）。 
←国内外から 
見学者が訪れる 

 

■
ハ
イ
ケ
ア
ユ
ニ
ッ
ト
（
Ｈ
Ｃ
Ｕ
）
も
設
立 

ATT稼動前 
（1７年5月；1日平均） 

ATT稼動後 
（5月8-31日；1日平均） 

 

内科 外科 内科 外科 
平均患者数 27.3人 4.7人 35.1人 1.9人 
 うち入院患者数 5.2人 － 6.7人 0.1人 
平均救急車搬送患者数 6.1人 0.9人 11.3人 
平均ストップ時間 7時間 56分 4時間 51分 2時間 11分 

杏
林
大
学
病
院
で
は
従
来
の
救
命
セ
ン
タ
ー
Ｉ
Ｃ
Ｕ
30
床
、
中

央
病
棟
Ｉ
Ｃ
Ｕ
18
床
に
加
え
て
、
６
月
１
日
付
で
ハ
イ
ケ
ア
ユ
ニ

ッ
ト
（
Ｈ
Ｃ
Ｕ
）
20
床
を
設
立
し
ま
し
た
。
Ｈ
Ｃ
Ｕ
は
状
態
が
不

安
定
で
重
点
的
な
看
護
を
必
要
と
す
る
患
者
様
対
象
に
治
療
看
護

を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

具
体
的
に
は
５
月
よ
り
稼
働
し
て
い
る
救
急
初
期
診
療
チ
ー
ム

（
Ａ
Ｔ
Ｔ
）
を
受
診
し
、
入
院
が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
患
者
様
の
急

性
期
の
入
院
を
担
い
、
Ａ
Ｔ
Ｔ
か
ら
の
ス
ム
ー
ズ
な
入
院
を
図
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
術
後
患
者
も
治
療
し
て
い
ま
す
。 

診
療
体
制
は
集
中
治
療
医
を
中
心
に
救
急
医
学
及
び
診
療
各
科

の
医
師
が
協
力
し
患
者
様
の
診
療
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。 

杏
林
大
学
病
院
で
は
Ａ
Ｔ
Ｔ
及
び
Ｈ
Ｃ
Ｕ
の
設
立
に
よ
り
、
比
較

的
軽
症
の
救
急
患
者
の
受
け
容
れ
改
善
を
図
っ
て
い
く
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。 

発行 2006.6.15 
編集 付属病院 
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w.kyorin-u.ac.jp 

・中央病棟運営開始から１年  

・救急初期診療チーム（ＡＴＴ）スタート  

・ハイケアユニット（ＨＣＵ）設立    

・新たな看護配置基準「７対１」導入 

・脳卒中センター設立 

・睡眠障害治療専門外来の紹介 

・外来化学療法室の紹介 

・糖尿病療養指導外来の紹介 

・樋田教授日本眼科学会理事長に 

・地域医療連携室からのお知らせ 

Oncology 病 棟

病室→ 



                         

■ 

外
来
化
学
療
法
室 

 

い
ま
癌
治
療
は
、
外
科
療
法
の
み
な
ら
ず
、
様
々
な

種
類
の
癌
化
学
療
法
が
行
わ
れ
て
お
り
、
抗
が
ん
剤
も

入
院
治
療
だ
け
で
は
な
く
、
患
者
様
のQO
L

を
考
え
、

外
来
で
の
化
学
療
法
の
比
重
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

 

当
院
で
は
、
こ
の
よ
う
な
癌
治
療
の
変
化
に
対
応
す

る
た
め
、
外
来
に
癌
化
学
療
法
専
門
の
治
療
室
を
設
け
、

抗
が
ん
剤
に
よ
る
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
専
門
の
看

護
師
と
薬
剤
師
を
配
置
し
、
医
師
の
診
療
は
主
治
医
制

で
、
安
全
の
た
め
に
二
重
三
重
の
チ
ェ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム

を
整
備
し
て
い
ま
す
。 

■
脳
卒
中
セ
ン
タ
ー 

 
脳
卒
中
セ
ン
タ
ー
で
は
一
刻
を
争
う
脳
卒
中
の
患
者
様
に
対
し
て
、

脳
卒
中
専
門
医
が
２４
時
間
体
制
で
直
ち
に
高
度
な
専
門
的
治
療
を
開

始
で
き
る
体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。
救
急
医
学
科
、
脳
神
経
外
科
、
神

経
内
科
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
医
師
、
理
学
・
作
業
・
言
語
療
法

士
、
薬
剤
師
、
看
護
師
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
が
診
療
科
や
職
種
の
枠
を

越
え
て
１
つ
の
診
療
チ
ー
ム(Stroke Care Team

)

を
形
成
し
、
統
一

し
た
治
療
基
準
で
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
リ
ハ
ビ
リ

施
設
と
も
連
携
を
深
め
て
い
ま
す
。
専
門
病
棟
は
２８
床
のstroke unit 

(SU
)

で
す
が
、
今
後
は
よ
り
重
症
の
患
者
も
収
容
可
能
なstroke care 

unit (SC
U

)

の
認
可
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。 

  

睡
眠
障
害
治
療
専
門
外
来
で
は
、
睡
眠
と
眠
気
の
問
題
全
般
に

つ
い
て
の
検
査
と
治
療
を
専
門
に
行
っ
て
い
ま
す
。 

「
夜
に
眠
れ
な
い
」
「
昼
間
に
眠
い
」
と
い
う
症
状
の
ほ
か
、
「
夜

間
に
（
い
び
き
と
と
も
に
）
呼
吸
状
態
が
低
下
す
る
」「
夜
間
に
自

分
で
は
覚
え
て
い
な
い
行
動
が
あ
る
」
な
ど
自
分
で
は
気
づ
い
て

い
な
い
症
状
で
困
っ
て
い
る
方
も
対
象
と
な
り
ま
す
。 

＊
専
門
外
来
（
予
約
制
）
□月
１０
時
～
１２
時
□金
１３
時
～
１６
時
半 

■
睡
眠
障
害
治
療
専
門
外
来 

■
糖
尿
病
療
養
指
導
外
来 

  

糖
尿
病
の
患
者
数
は
増
加
す
る
一
方
で
す
が
、
様
々
な
事
情

で
教
育
入
院
を
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
外
来
で
の
指
導
を
余
儀

な
く
さ
れ
る
患
者
様
も
多
い
の
が
現
状
で
す
。 

そ
こ
で
、
第
三
内
科
で
は
社
会
の
要
請
に
応
じ
る
形
で
、
看

護
師
の
ほ
か
臨
床
検
査
技
師
・
薬
剤
師
・
栄
養
士
・
医
局
秘
書

ら
総
勢
19
人
が
日
替
わ
り
で
糖
尿
病
療
養
指
導
を
行
っ
て
い

ま
す
。 

診療科 件数 
乳腺 850 
消化器 150 
呼吸器 136 
婦人科 122 
血液内科 7 
脳神経外科 12 
耳鼻咽喉科 1 
合計 1,278 

 

外来化学療法室実績 
（17年 6月-18年 4月） 

■
樋
田
教
授 

日
本
眼
科
手
術
学
会
理
事
長
に
就
任 

 

眼
科
学 

樋
田
哲
夫
教
授
（
副
病

院
長
）
が
日
本
眼
科
手
術
学
会
の
理

事
長
に
就
任
し
ま
し
た
。
任
期
は
4

年
間
。
樋
田
教
授
は
日
本
眼
科
学
会 

の
理
事
長
の
任
期
2
年
を
終
了
し
、
現
在
副
理
事
長
格
の
庶
務

担
当
常
務
理
事
を
務
め
て
い
ま
す
。
専
門
的
分
化
の
進
ん
で
い

る
眼
科
学
会
の
中
で
更
な
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

全国で脳卒中専門病棟を確保して

いる施設の割合（国立循環器病セン 
ター 長谷川氏調べ）。全国でもまだ専門の病棟の
設置数は少なく、当院の脳卒中センターは重要な

役割を担っている。 

脳 卒 中 セ ン タ ー  
診 療 実 績 ・ デ ー タ  
（5月 8日-6月 7日） 

 
・脳卒中急性期患者入院数：60人（1.96人/1日） 
 脳梗塞 44、TIA  8、脳内出血 8 
 
・6月 10日現在入院数 22/28（稼働率 78.5%） 
・退院 38人（自宅 12、回復期リハ病院 17、 
            一般病院 6、施設 3） 
・平均在院日数 14.2日 
 
・脳卒中センター稼動後の脳卒中受け入れ患者数 
稼動前（17年 6月）   稼動後（18年 6月） 

34人       60人 

医療連携への取り組み 
 

地域医療連携担当 副院長 
      呉屋朝幸 

 
 
一つの医療機関のみで、最新の医療の提

供し、患者様の抱える様々な問題にすべて、

適切に対応するのは困難です。 
地域単位で医療連携を行うことにより、

患者様中心の高質の医療サービスを行うこ

とを目的として、杏林大学病院で医療連携

を強化することになりました。この医療連

携担当の副院長を新設し、呉屋朝幸がこの 4
月より就任いたしました。 

 
 地域医療連携室は「患者の視点で、発病

から完治（最後まで）までをカバーする医

療システム」を地域の病院・医院・診療所・

介護施設などや医師会と協力して構築して

いきます。 
 
具体的には 
①切れ目のない医療を他の施設と連携し

て提供する 
②近隣の医療機関との緊密・高い医療水

準で連携する 
③医療の提供の遅れをなくす 
④紹介に対してはすぐ対応する（迅速対

応）、気安く依頼を受ける、逆紹介を積

極的に行う 
などを骨子とし、患者様中心の医療を積

極的に推し進め、地域の医療サービスを大

きく向上させて参ります。 


